
上の業務委託について、下のとおり回答します。

番号 質疑事項 回答

1

調査方法について、まず手の届く範囲を打診棒
による打診調査で実施し、それ以外の範囲につ
いては赤外線カメラ等別の方法で調査を実施す
ることで差し支えないでしょうか。

　貴見の調査方法でも支障ありません。
　なお、適用基準の「定期報告制度における赤外線調査
(無人航空機による赤外線調査を含む)による外壁調査
ガイドライン」のとおり、赤外線調査による場合は、調査
の実施に先立ち、同一部位において打診と赤外線調査
を実施し、赤外線調査による浮きの検出状況の確認を
行い、その結果検出が難しいと判断される部位について
は測定条件の変更、打診での調査の対応となります。

  入札参加者各位
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知市長　　桑　名　龍　吾

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質疑回答書

　　　　　　　　　　業務名：高知市公共施設外壁全面打診等点検業務委託（その2）
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